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面

　
ス
ペ
イ
ン
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
、
音
楽
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
音
楽
と
美
食
の
祭

典
「
フ
ラ
メ
ン
コ
・
ジ

ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
５

月
30
日
、
建
長
寺
で
行

わ
れ
、
約
80
人
の
観
客

が
美
食
と
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
酔
い
し
れ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
世

界
中
に
音
楽
を
発
信
す
る
「
Ｏ

Ｈ
！
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
」
の
企
画
で
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
５
月
22
日

か
ら
31
日
ま
で
東
京
・
横
浜
・

鎌
倉
で
開
催
さ
れ
た
。

　
建
長
寺
で
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン

星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ

フ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ラ
モ
ス
氏

が
手
が
け
る
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
料

理
を
堪
能
し
た
あ
と
、
午
後
７

　「
墓
じ
ま
い
」「
改
葬
」
な
ど

の
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
昨

今
、
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化

の
影
響
で
、
お
墓
の
「
継
承
者

が
い
な
い
」「
子
供
に
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
、

従
来
の
お
墓
の
あ
り
方
を
見
直

す
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

　
鎌
倉
市
大
町
の
安
国
論
寺
境

内
に
昨
年
２
月
、「
か
ま
く
ら
樹

陵
」
が
開
苑
し
た
。
ま
た
、
樹

木
葬
の
庭
苑
の
脇
に
は
、
永
代

供
養
墓
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
６
年
半
前
に

着
任
し
た
平
井

智
親
住
職
（
61
）

は
あ
ち
こ
ち
の

業
者
を
回
っ
て

調
べ
た
と
こ
ろ
、

「
ア
ン
カ
レ
ッ

ジ
」（
東
京
都

港
区
・
矢
島
靖

擴
代
表
取
締
役

社
長
）
に
出
会

い
、
そ
の
造
園

の
美
し
さ
に
魅

か
れ
て
導
入
を
決
定
。
敷
地
面

積
１
２
０
㎡
の
墓
苑
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
花
木
が
植
え
ら
れ
、
四

季
折
々
に
彩
り
を
添
え
、
小
鳥

の
さ
え
ず
り
も
聞
こ
え
る
。
永

代
供
養
墓
は
、
先
代
住
職
の
遺

志
を
継
い
で
建
て
ら
れ
た
。
住

職
は
墓
苑
と
永
代
供
養
墓
で
毎

日
供
養
し
て
い
る
と
い
う
。「
宗

教
や
宗
派
を
問
わ
ず
、
い
ろ
い

ろ
な
方
と
縁
を
つ
な
ぎ
た
い
」

と
平
井
住
職
が
相
談
事
に
は
親

身
に
な
っ
て
応
え
て
く
れ
る
。

　
　

　
鎌
倉
混
声
合
唱
団
ム
ジ
カ

お
さ
ら
ぎ
（
佐
藤
ゆ
り
代
表
・

１
７
０
人
）
が
６
月
20
日
能

登
半
島
災
害
義
援
金
と
し
て

91
万
６
５
１
６
円
を
松
尾
崇
鎌

倉
市
長
に
手
渡
し
た
。
４
月
の

第
36
回
定
期
演
奏
会
で
集
め
た

募
金
で
、
同
団
が
１
９
９
４
年

か
ら
定
期
演
奏
会
で
行
っ
て
い

る
募
金
は
総
額
１
９
０
０
万
円

を
超
え
た
。
※
団
員
募
集
中
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

時
す
ぎ
、
法
堂
で
演
奏
が
始
ま

っ
た
。
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
や
ハ

ー
モ
ニ
カ
の
旋
律
、
情
熱
的
な

フ
ラ
メ
ン
コ
の
リ
ズ
ム
、
歌
や

手
拍
子
が
ジ
ャ
ズ
の
自
由
な
即

興
性
と
融
合
し
、
凛
と
し
た
空

間
に
響
き
渡
っ
た
。
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
模
様
は
世
界
35
万
世

帯
以
上
の
視
聴
者
に
配
信
し
て

い
る
と
い
う
。

　「
愛
す
る
ス
ペ
イ
ン
と
日
本

を
繋
ぎ
た
か
っ
た
」
と
企
画
し

妙
本
寺
の
総
門
か
ら
杉
木
立

の
参
道
を
上
っ
て
い
く
と
二
天

門
に
着
く
。
正
面
に
見
え
る
の

が
入
母
屋
造
瓦
葺
の
屋
根
が
そ

び
え
る
堂
々
と
し
た
佇
ま
い
の

祖
師
堂
。
日
蓮
宗
の
開
祖
で
あ

る
木
造
日
蓮
聖
人
像
が
安
置
さ

れ
て
い
る
。

門
の
す
ぐ
先
、
左
右
に
あ
る

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
は
古
木
な
が

妙
本
寺
の
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ

文
　
　
小
林
千
穂

写
真
　
岩
永
憲
明

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　　
⑮

ら
、
高
さ
４
〜
５
ｍ
、
た
く
さ

ん
の
枝
を
く
ね
ら
せ
、
葉
を
茂

ら
せ
て
い
る
。
７
月
ご
ろ
か
ら

開
花
し
、
真
夏
の
太
陽
を
受
け

て
朱
橙
色
の
花
を
輝
か
せ
る
。

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科
の
蔓
性

落
葉
樹
で
中
国
原
産
。
花
期

は
６
〜
８
月
で
、
枝
先
か
ら

伸
び
た
20
〜
40
㎝
の
花
序
が

房
状
に
垂
れ
下
が
る
。
花
は

漏
斗
（
ラ
ッ
パ
）
形
で
径
６

㎝
ほ
ど
、
先
端
は
５
裂
し
て

平
開
す
る
。

海
蔵
寺
や
別
願
寺
に
も
あ

り
、
あ
ち
こ
ち
の
民
家
の
庭

先
に
見
ら
れ
る
。
開
花
時
期

は
ま
ち
ま
ち
。

「
目
の
見
え
な
い
人
に
は
『
建

物
の
形
が
分
か
る
喜
び
』
を
、

目
が
見
え
る
人
に
は
『
鳥
瞰
図

の
よ
う
な
新
し
い
視
点
』
を
」

と
、
２
歳
の
時
に
失
明
し
た
娘

（
28
）
を
持
つ
葉
山
町
在
住
の

大
下
利
栄
子
さ
ん
（
65
）
が
中

心
と
な
り
鎌
倉
市
の
建
長
寺
境

内
に
設
置
し
た
ブ
ロ
ン
ズ
製
の

仏
殿
「
さ
わ
る
模
型
」
が
完
成

１
周
年
を
迎
え
た
。
支
援
者
を

招
い
た
催
し
「
感
謝
の
つ
ど
い

と
こ
れ
か
ら
」

が
６
月
22
日

同
寺
の
正
受

庵
で
行
わ
れ
、

約
40
人
が
祝

賀
に
駆
け
つ

け
た
。

大
下
さ
ん

は
17
年
前
か
ら
「
見
え
る
子

も
見
え
な
い
子
も
一
緒
に
楽
し

め
る
こ
と
」
を
重
視
し
た
透
明

の
点
字
シ
ー
ト
が
付
い
た
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
絵
本
の
製
作
や
貸
出

を
行
う
「
ユ
ニ
リ
ー
フ
」
の
代

表
を
務
め
な
が
ら
、
２
０
１
４

年
に
訪
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
世

界
遺
産
「
ベ
レ
ン
の
塔
」
の
前

に
置
か
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
製
の
模

型
に
出
会
い
、「
こ
れ
な
ら
娘

と
一
緒
に
触
れ
て
旅
の
思
い
出

を
共
有
で
き
る
」
と
地
元
で
の

夢
の
実
現
に
向
け
て
約
10
年

か
け
て
活

動
。
鎌
倉
市

や
同
観
光

協
会
、
同
社

会
福
祉
協

議
会
、
建
長

寺
な
ど
の
賛

同
、
製
作
費

は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ

僕
は
社
会
人
と
し

て
働
き
始
め
た
当
初
、

鎌
倉
市
内
で
も
毎
日

の
よ
う
に
ス
ー
ツ
で

仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
▼
周
り
か
ら
「
鎌
倉
で
ス
ー

ツ
は
珍
し
い
か
ら
目
立
つ
」

と
笑
わ
れ
て
か
ら
、
徐
々
に

ラ
フ
な
服
装
へ
と
移
行
し
て

き
て
い
ま
す
▼
そ
し
て
約
20

年
が
経
過
し
た
今
で
は
、
半

袖
に
短
パ
ン
と
い
う
姿
で
仕

事
を
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
▼
先
日
そ
の
姿
の
ま
ま
で

都
内
へ
行
っ
た
の
で
す
が
、

鎌
倉
の
風
土
が
あ
る
か
ら
こ

そ
許
容
さ
れ
る
の
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
▼
し
か
し
、

こ
の
連
日
の
酷
暑
を
考
え
る

と
ス
ー
ツ
で
活
動
す
る
こ
と

の
方
が
、
汗
な
ど
で
逆
に
不

快
感
を
与
え
か
ね
な
い
と
思

い
つ
つ
、
ス
ー
ツ
姿
で
日
傘

を
活
用
し
な
が
ら
歩
い
て
い

る
男
性
を
見
か
け
る
度
に
「
申

し
訳
な
さ
」
と
「
妙
な
優
越

感
」
の
間
で
揺
ら
い
で
い
ま

す
。 

（
Ｎ
）

7月

建
長
寺
「
さ
わ
る
模
型
」
完
成
一
周
年
感
謝
の
つ
ど
い

目
の
見
え
な
い
人
も
見
え
る
人
も
新
し
い
発
見
を

１
周
年
の
つ
ど
い
＝
６
月
22
日
正
受
庵

「
北
鎌
倉
千
本
ア
ジ
サ
イ
」

六
国
見
山
を
新
名
所
に

　「
車
検
を
通
す
か
迷
っ
て
い

る
」「
免
許
返
納
を
考
え
て
い

る
」
―
そ
ん
な
と
き
に
頼
れ
る

の
が
、
地
域
密
着
の
車
買
取
専

門
店 

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉

店
。

　
丁
寧
な
対
応
と
納
得
の
高
額

査
定
で
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様

に
ご
満
足
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
出
張
査
定
は
無
料
。
実
績

豊
富
な
坂
野
代
表
が
ご
自
宅
ま

で
伺
い
ま
す
。

　
査
定
額
に
納
得
で
き
な
け
れ

ば
、
お
断
り
い
た
だ
い
て
構
い

す
。

　「
愛
車
を
高
く
、
安
心
し
て

手
放
し
た
い
」―
そ
ん
な
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
を
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

H
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９
時
〜
19
時
・
定
休
日
な
し

ク
ル
マ
の
売
却
、
迷
っ
た
ら
ご
相
談
を

車
売
る
な
ら
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

「鎌倉朝日を見たとお電話を」

ま
せ
ん
。
無
理
な
営
業
や
し
つ

こ
い
連
絡
も
一
切
な
し
。
初
め

て
の
方
で
も
安
心
。

　
ま
た
、「
古
い
」「
キ
ズ
が

多
い
」「
走
行
距
離
が
多
い
」

な
ど
で
ご
不
安
の
あ
る
お
車

で
も
、
最
低
２
万
円
以
上

（
１
６
０
０
㏄
以
下
は
５
千
円

以
上
）
で
買
取
保
証
。
契
約
後

の
減
額
は
な
く
、
代
金
は
そ
の

場
で
現
金
払
い
。

　
名
義
変
更
後
に
は
、
必
ず
書

面
で
ご
報
告
。
最
後
ま
で
安
心

し
て
任
せ
ら
れ
る
車
買
取
店
で

　
葉
山
町
の
一
色
第
３
町
内
会

（
加
入
数
７
１
５
世
帯
）
が
御

用
邸
近
く
の
主し

ゅ

馬め

寮り
ょ
う

公
園
で

５
月
24
日
、「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」

を
行
な
っ
た
。

　
災
害
時
に
指
定
避
難
所
だ
け

で
は
人
を
収
容
し
き
れ
な
い
こ

と
を
想
定
し
、
楽
し
み
な
が
ら

万
一
に
備
え
る
訓
練
を
兼
ね
た

催
し
で
、
71
人
が
参
加
し
た
。

　
２
０
１
８
年
か
ら
始
ま
っ
た

企
画
で
、
テ
ン
ト
の
組
み
立
て

も
学
べ
る
宿
泊
体
験
が
目
玉
と

な
る
１
泊
２
日
が
通
例
だ
が
、

　

葉
山
町
・
一
色
第
３
町
内
会

鎌
倉
混
声
合
唱
団
ム
ジ
カ
お
さ
ら
ぎ

防
災
キ
ャ
ン
プ
で
広
が
る
共
助
の
輪

　
サ
ル
ス
ベ
リ
は
中
国
原
産
だ
そ

う
だ
。
暖
地
を
好
む
よ
う
で
、
こ

の
辺
り
で
は
よ
く
見
か
け
る
。
庭

に
も
一
本
あ
っ
て
夏
の
間
中
咲
い

て
い
る
。
秋
に
は
実
を
小
鳥
が
つ

い
ば
ん
で
い
た
。
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ

や
ヤ
マ
ガ
ラ
が
こ
の
木
の
枝
で
よ

く
囀
っ
て
い
る
。
夏
が
濃
く
な
っ

て
く
る
と
囀
り
が
聞
こ
え
な
く
な

る
が
、
枝
で
休
ん
で
は
水
盤
で
水

浴
び
を
し
て
ゆ
く
。
巣
だ
っ
た
ば

か
り
の
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が
こ
の
枝

に
団
子
の
よ
う
に
並
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
一
本
の
木
が
い
く

つ
も
の
命
を
支
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
水
彩
　
36
×
51
㎝
。

89

「
百
日
紅
」

黒
川　

明

今
年
は
天
候
の
都
合
で
１
日
の

み
の
開
催
と
な
っ
た
。
カ
セ
ッ

ト
ガ
ス
方
式
の
発
電
機
の
運
用
、

大
型
の
鍋
や
七
輪
、
鉄
板
を
使

っ
た
炊
き
出
し
訓
練
で
は
、
豚

汁
と
ご
は
ん
、
焼
鳥
や
焼
肉
も

振
る
舞
わ
れ
大
人
気
。
葉
山
町

消
防
本
部
の
隊
員
４
人
が
初
期

消
火
訓
練
を
指
導
し
、
ポ
ン
プ

車
の
仕
組
み
や
現
場
で
の
隊
員

の
装
備
な
ど
も
解
説
し
た
。

　
町
内
在
住
の
災
害
救
援
活
動

士
馬
場
賢け

ん

親し
ん

さ
ん
（
64
）
は
、

災
害
時
に
洗
濯
物
を
干
し
た
り
、

ハ
シ
ゴ
に
応
用
し
た
り

で
き
る
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、

チ
ラ
シ
で
作
る
コ
ッ
プ

や
ス
リ
ッ
パ
の
折
り
方
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
ロ

ー
プ
を
結
び
、
溺
れ

た
人
を
助
け
る
方
法

な
ど
を
指
導
し
た
。

　
10
人
の
子
ど
も
た

ち
と
参
加
し
た
一
色
中

央
子
ど
も
会
の
保
護
者

ら
は
「
日
常
で
も
使

え
る
知
識
に
目
か
ら

鱗
」
と
驚
い
て
い
た
。

　
同
町
内
会
の
盆
踊
り
が
７
月

19
・
20
の
両
日
18
時
半
〜
20
時

半
に
行
わ
れ
る
。
横
田
謙
一
会

長
（
74
）
は
「
他
の
町
内
会
に

も
防
災
キ
ャ
ン
プ
や
盆
踊
り
を

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
た
ら
」と
話
し
て
い
た
。（
Ｋ
）

防
災
キ
ャ
ン
プ
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

ン
グ
や
個
人
か
ら
の
寄
付
を
集

め
、
約
５
０
０
人
以
上
の
支
援

の
輪
で
昨
年
４
月
に
50
分
の
１

の
サ
イ
ズ
の
模
型
を
仏
殿
の
前

に
設
置
し
た
。
屋
根
の
下
の
複

雑
な
桝
組
、
壁
や
柱
、
扉
や
窓

な
ど
を
精
巧
に
再
現
し
た
模
型

は
、
観
光
の
あ
り
方
、
共
に
生

き
る
社
会
に
向
け
真
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
の
灯
り
を
と
も
す
存

在
と
な
っ
た
。

同
寺
の
長
尾
宏
道
宗
務
総

長
は
「
こ
の
取
り
組
み
は
仏
教

の
原
点
で
あ
る
『
共
生
』
に
通

じ
る
も
の
で
あ
る
」
と
話
し
、

参
加
者
は
「
鎌
倉
が
好
き
で
40

年
建
長
寺
に
通
っ
た
の
は
こ
の

取
り
組
み
に
出
会
う
た
め
だ
っ

た
」「
各
々
が
伝
え
る
熱
や
思

い
が
こ
れ
か
ら
の
広
が
り
に
つ

な
が
る
」な
ど
思
い
を
伝
え
た
。

今
後
は
毎
月
第
２
土
曜
11

時
半
ご
ろ
か
ら
約
１
時
間
「
お

話
会
」
を
同
寺
三
門
下
で
定
期

開
催
す
る
。（
予
約
不
要
・
無

料
）
建
長
寺
伝
説
や
見
ど
こ

ろ
、
さ
わ
る
模
型
、
け
ん
ち
ん

汁
の
豆
知
識
な
ど
。
問
い
合

わ
せ
ユ
ニ
リ
ー
フ
大
下
さ
ん

 info@
unileaf.org

☎

０
８
０
・
５
６
８
０
・
０
５
６
６
。

Ｈ
Ｐ
も
。 

（
Ｋ
）

第
52
回 

鎌
倉
写
真
連
盟
展

  

７
月
２
～
６
日

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

鎌
倉
写
真
連
盟
（
所
属
団

体
８
、
会
員
１
１
８
人
）
の
作

品
約
１
１
０
点
を
展
示
。

鎌
倉
市
長
賞
、
鎌
倉
市
観

光
協
会
会
長
賞
、
鎌
倉
朝
日
賞

な
ど
36
点
を
選
出
。

問
い
合
わ
せ
　
湯
浅
方
☎

０
９
０
・
２
５
３
４
・
１
４
５
９

７
月
10
日
〜
８
月
11
日
佐

助
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
佐

助
２
―
18
―
15
）、
道
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
雪
ノ
下
１
―
９
―
24
）。

「
佐
助
カ
フ
ェ
」
と
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
道
工
房
」

に
集
ま
っ
た
、
障
害
の
有
無
、

国
籍
、
年
齢
、
ア
ー
ト
歴
を
問

わ
な
い
作
品
の
コ
ン
テ
ス
ト
。

出
展
約
１
２
０
点
。
市
長
賞
、

鎌
倉
朝
日
賞
な
ど
。
実
行
委
☎

23
・
８
７
７
２

六
国
見
山
森
林
公
園
（
鎌
倉

市
高
野
）
の
全
国
か
ら
２
０
０

種
以
上
集
め
ら
れ
た
ヤ
マ
ア
ジ

サ
イ
が
６
月
上
旬
、
見
ご
ろ
を

迎
え
、
里
山
に
彩
り
を
添
え
た

＝
写
真
。

同
公
園
は
、
市
民
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
北
鎌
倉
湧
水

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
２
０
１
１
年
か

ら
里
山
再
生
を
目

指
し
、
定
期
的

に
下
草
刈
り
や
間

伐
、
植
樹
な
ど
の

保
全
活
動
を
し
て

い
て
、
助
成
金
な

ど
を
活
用
し
て
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
１
６
０

本
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ

ジ
１
０
０
本
を
植

え
て
い
る
。

１
９
年
に
「
鎌

倉
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ

同
好
会
」
か
ら
、
会
員
が
育
て

た
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
の
提
供
の
申

し
出
が
あ
り
、
北
鎌
倉
湧
水
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
協
力
し
て
こ
れ
ま

で
に
８
０
０
本
を
植
え
た
。
今
年

６
月
１
日
、
展
望
台
近
く
の
散

策
路
に
樹
高
30
㎝
ほ
ど
の
苗
を

２
０
０
本
植
え
、
合
計
千
株
に
。

ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
は
森
や
沢

沿
い
に
自
生
。
小
ぶ
り
で
、
多

様
な
品
種
が
あ
る
。
６
年
前
に

植
え
た
苗
は
大
き
く
育
ち
、
う

す
水
色
や
青
色
の
花
を
咲
か
せ

て
い
る
。

北
鎌
倉
湧
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
野
口
稔
代
表
（
77
）
は
「
植

樹
は
と
り
あ
え
ず
今
回
で
打
ち

切
り
、
今
後
は
手
入
れ
を
し
な

が
ら
『
北
鎌
倉
千
本
ア
ジ
サ
イ
』

と
呼
ば
れ
る
新
名
所
に
し
て
次

世
代
に
繋
い
で
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭

７
日
17
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
大
町
ま
つ
り
12
〜
14
日
。

12
日
例
大
祭
、
神
幸
祭
、
神

輿
、
13
日
富
く
じ
、
14
日
縁

日
、
還
幸
祭
。

　
▼
天
王
祭
12
日
宵
宮
、
13
日

本
祭
。
小
動
神
社
・
江
の
島

八
坂
神
社
の
合
同
祭
礼
。

　
▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭
　
15
日

宵
宮
、
16
日
11
時
式
典
、
14

時
神
幸
祭
。

　
▼
鎌
倉
花
火
大
会
　
18
日

19
時
20
分
、
鎌
倉
海
岸
。

　
▼
荏
柄
天
神
社
例
祭
20
日

12
時
半
神
幸
祭
、
24
日
16
時

半
宵
宮
。25
日
10
時
半
例
祭
。

　
▼
石
上
様
の
例
大
祭
21
日

御
霊
神
社
（
坂
ノ
下
）。

　
▼
観
蓮
会
　
26
・
27
日
光

明
寺
。
24
日
献
灯
会
17
時
半

海
岸
回
向
、
18
時
法
要
。

【
海
水
浴
場
の
開
設
】

　
●
鎌
倉
市
海
水
浴
場
　

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

　
●
逗
子
海
水
浴
場
　

６
月
27
日
〜
８
月
31
日

　
●
葉
山
海
水
浴
場
（
森
戸
、

一
色
、
長
者
ケ
崎
・
大
浜
）

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

　
●
藤
沢
市
海
水
浴
場

▽
片
瀬
東
浜
７
月
１
日
〜
８

月
31
日
▽
片
瀬
西
浜
・
鵠
沼

７
月
１
日
〜
９
月
７
日
▽
辻

堂
７
月
12
日
〜
８
月
31
日

六
国
見
山
の
「
千
本
ア
ジ
サ
イ
」

仏
殿
模
型
に
触
れ
る
大
下
さ
ん
母
子

た
「
Ｏ
Ｈ
！
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
」
代
表

の
ヘ
ス
ー
ス
・
ベ
レ
ザ
グ
ア
さ

ん
（
61
）
は
催
し
の
成
功
を
喜

び
、
次
回
の
鎌
倉
を
中
心
に
据

え
た
取
り
組
み
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　
墓
苑
の
中
の
１
人
用
〜
４
人
用

の
墓
石
か
ら
選
び
、
氏
名
や
好
み

の
デ
ザ
イ
ン
の
彫
刻
を
施
し
て
も

ら
う
。
そ
の
下
に
埋
葬
さ
れ
13
年

（
最
長
33
年
）後
に
永
代
供
養
墓
に
。

　
鎌
倉
駅
か
ら
徒
歩
15
分
ほ
ど

の
閑
静
な
場
所
で
、
墓
参
り
に

も
便
利
。「
人
混
み
を
避
け
よ

う
と
観
光
地
周
辺
の
墓
地
か
ら

改
葬
し
て
、
毎
日
お
参
り
に
い

ら
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
」
と

矢
島
社
長
。

　
１
４
０
区
画
の
う
ち
、
す

で
に
半
分
は
埋
ま
っ
て
い
る
。

７
〜
９
月
夕
涼
み
見
学
会
も
。

問
い
合
わ
せ 

ア
ン
カ
レ
ッ
ジ

☎
０
１
２
０
・
３
７
・
７
６
７
６

（
左
に
ご
案
内
）

平井住職（右）、矢島社長（左）と常駐スタッフ

左・寄付金を手渡す団員代表・西尾保二郎さん（82）

能
登
半
島
被
災
地
支
援
に
91
万
円
寄
付

建
長
寺
で
音
楽
と
美
食
の
祭
典

フ
ラ
メ
ン
コ
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

安
国
論
寺
に
永
代
供
養
墓

樹
木
葬
で
一
家
の
幸
せ
祈
念

フラメンコジャズのアーティストたち
  ＝５月27 日スペイン大使館　

昨
年
の
鎌
倉
市
長
賞

「
す
い
こ
ま
れ
る
」
中
井
美
緒
さ
ん

第１回 
エコール・ド・カマクラ

創造力あふれる

アートの展覧会

鎌
倉
朝
日
１
面

鎌
倉
朝
日
４
面
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鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

〒251-0057 藤沢市城南 2-9-13
 https://kuruma-ya.co.jp/shop/kakurezato

ご予約・お問い合わせは

☎0466－35－8111

日本料理・鉄板焼ステーキ

暑中御見舞い
　　　　　申し上げます


